
   

   

報道関係各位 

 

≪緊急対策結果≫ ジェネリック医薬品の使用促進 
  

全国健康保険協会（協会けんぽ）では、国が目標として掲げた『令和 2 年９月までにジェ

ネリック医薬品使用割合：80％以上』に向けて、緊急対策を実施しましたので、その結果を

お知らせします。【 緊急対策期間 ： 令和 2年2月～令和2年9月 】 

 

ジェネリック使用割合  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国全体・協会けんぽ全体ともに、年々使用割合は上昇しているものの、『令和2年9月ま

でに80%』の目標には達しませんでした。 

協会けんぽ岐阜支部においては、令和２年9月時点での使用割合は77.6%であり、 

全支部平均の79.2%を下回る結果となりました。（全国順位38位） 

 

協会けんぽの緊急対策  
 

１．「お薬代軽減可能額のお知らせ」の送付対象者拡大 

 

 協会けんぽでは平成 21 年度より、主に慢性疾患により治療薬を継続的に服用されてい

る方のうち、先発医薬品を処方されている方を対象として「お薬代軽減可能額のお知らせ」

をお送りしております。 （別紙「 参考資料１ 」参照） 

 

 このたびの緊急対策により、送付対象年齢をこれまでの「18歳以上」から、多くの自治体

で乳幼児医療費助成が終了する「15 歳以上」に引き下げ、若年層に対してもさらなるジェ

ネリック使用促進を図りました。その結果、切替率・軽減効果額とも増加しました。 

 

 岐阜支部の実施結果 

 

 

 

 

令 和 3 年 3 月 1 6 日 

全国健康保険協会岐阜支部  



   

   

２．医療機関・保険薬局への訪問強化 

 

 緊急対策期間中、新型コロナウイルスの感染拡大状況に配慮をした上で、使用割合の 

低い医療機関・保険薬局への訪問による協力依頼を行いました。 

 多くの機関にご協力をいただき、大幅に使用割合が上昇した機関も見られました。 

 

 岐阜支部での訪問前後の使用割合比較 （令和元年 10月 → 令和2年 10月） 
                                                    【岐阜支部使用割合 ７５．４％】  【岐阜支部使用割合 ７８．０％】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※ 医薬品処方状況や他機関との比較、どの医薬品をジェネリックに変更することが 
より効果的か等を示した「見える化ツール」を活用 （別紙「 参考資料２ 」参照） 

 

今後の取り組み  
 

 皆さんがジェネリックを選択することで、家計や医療保険財政にとって負担軽減となり、

国民皆保険制度の維持にも繋がります。 

 協会けんぽ岐阜支部では、県民・加入者に向けて引き続き使用促進に係る広報を実施す

るとともに、より影響度の大きいターゲット（特定の医療機関・薬局・患者）に向けた働きか

けを実施してまいります。 

 また、県や自治体ともさらに連携を強化し、“ オール岐阜 ”でのジェネリック使用促進を

目指していきます。 

 

（参考）協会けんぽは、健康保険法に基づいて設立され、国民の 3.2 人に 1 人、4,000万人を超える加入者と、約 237万の事業所からなる 

日本最大の公的医療保険の保険者であり、主に中小企業で働く方とその家族の皆様が加入しています。 

その中で、岐阜支部には岐阜県内約 3万 7,000事業所、約 76万人の方が加入しています。（令和 2年 11 月時点）  

（ 岐阜支部平均上昇率 医療機関：＋２．６％、薬局：＋２．４％ ） 

【照会先】 

全国健康保険協会岐阜支部 担当：企画総務グループ 北島 

〒500- 8667 岐阜市橋本町 2- 8 濃飛ニッセイビル 14 階 

TEL：058- 255- 5155 （自動音声案内で⑤をお選びください） 



   

   

  



   

   

 


